





































































































































２ 恐れが強く場面を回避したりしなかったりした。 ２ 発話できない場合と、何とか発話できる場合があった。
３ 恐れは強いが、場面を避けないで行動した。 ３ 発話症状がひどいが何とか言えた。
４ 恐れがあるが強くなかった。 ４ 発話症状はあるがひどくはなかった。
５ 恐れが少しあった。 ５ 発話症状は少なかった。
６ 恐れはあまり無い、もしくは有ったり無かったりした。 ６ 発話症状はあまり無い。もしくは有ったり無かったり
した。






１ ２ ３ ４ ５ ６ 7 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
家
族
家族に質問する時 ○ ● ○●
父母に報告する。 ○ ● ○ ●






日常の挨拶（お早うございます）。 ○ ● ○ ●
日常の挨拶（失礼します）。 ○ ● ○ ●
世間話 ○ ● ○ ●
会議で書類（企画書、報告書）の音読 ○ ● ○ ●
話題とは離れた予期しない内容の質問に答える。 ○ ● ○ ●
仕事内容をきかれ答える。 ○ ● ○ ●
店員に尋ねる。 ○ ● ○ ●
他の部署の人に質問する。 ○ ● ○●
医師に状態を説明する。 ○ ● ○ ●
会議で報告する（同僚・部下が出席）。 ○ ● ○ ●
ミーティングで報告する。 ○ ● ○ ●
ファストフード店、レストラン等で注文する。 ○ ● ○ ●
露店（屋台等）で注文する（順番に並んで）。 ○ ● ○ ●
露店（屋台等）で注文する（順番でない） 。 ○ ● ○ ●
店員に声を掛けて、呼ぶ。 ○ ● ○ ●
買いたい商品について質問する。 ○ ● ○ ●
電話を掛け、掛かった相手先を確認する。 ○ ● ○ ●
電話で話している時、質問され答える。 ○ ● ○ ●
電話を掛け、会社名、部署名を名乗る。 ○ ● ○ ●
電話を掛け、担当者への取り次ぎを依頼する。 ○ ● ○ ●
電話を掛け、用件を伝える。 ○ ● ○ ●
電話で問い合わせをする。 ○ ● ○ ●
電話を掛け、担当者に伝言や他のことを依頼する。 ○ ● ○ ●
電話を掛け職場に報告する 。 ○ ● ○ ●
電話を掛け、仕事の打ち合わせをする。 ○ ● ○ ●
電話で、チケットやホテル等の予約をする。 ○ ● ○ ●
内線を掛け第一声 ○ ● ○ ●
内線を掛け、名乗ること、報告や打合せをする。 ○ ● ○ ●
掛かって来た電話に出て氏名・部署名を名乗る。 ○ ● ○ ●
掛かって来た電話を担当者に回す。 ○ ● ○ ●
内線に出て氏名を名乗る。 ○ ● ○ ●
電話で話している時、質問され答える。 ○ ● ○ ●
自分の事務室で電話に出る 。 ○ ● ○ ●
近所の人に自発的に話す。 ○ ● ○ ●






お礼：有り難う（ございます）。 ○ ● ○ ●
受付で来客に挨拶する。　 ○ ● ○ ●
相手が忙しい時に話しかける（家族、家族外）。 ○ ● ○ ●
相手が何かしている時に話しかける（家族）。 ○ ● ○ ●
断られるかもしれない事を頼む（家族、家族外）。 ○ ● ○ ●
断られるかもしれない時に頼む（家族）。 ○ ● ○ ●
評価が下がる事を言わなければ成らない（家族）。 ○ ● ○ ●
他者を説得しようとする（家族外）。　 ○ ● ○ ●
形式ばっている場面で話す（家族外）。 ○ ● ○ ●







１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 　 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
父に指示する。 　 　 　 　 ○ 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 ○●
父に手伝ってと頼む。 　 　 　 　 ○ 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 ○●
父に文句をいう。 　 　 　 　 ○ 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 ○●
日常の挨拶（お早うございます） 　 ○ 　 　 □ 　 ● 　 　 ○ 　 　 　 □ ●
自己紹介（社会的地位の高い人へ） 　 　 　 　 ○ 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 ○●
会議・報告会で報告する（重役参加）。 　 　 　 　 ○ 　 ● 　 　 　 　 　 　 　 ○●
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